
監督・南海放送ディレクター

伊東英朗
神戸大学大学院国際協力研究科教授

ロニー・アレキサンダー×

上映会＆対談

14:00~17:00
会場：神戸大学瀧川記念学術交流会館2015.8.9

対象：大学生、一般
＊お子様連れOK
主催・申込先：

　神戸大学学生ボランティア支援室
　E-mail:  hq-vol@lab.kobe-u.ac.jp

　Tel:  078-803-6256 

無料・要申込

（日）

シリーズ 3.11 を多面的に問いなおす 第 2弾！



■対談者プロフィール

1960 年愛媛県生まれ。16 年間公立幼稚園で先生を経験後、テレビ

の世界に入る。東京で番組制作を経験した後、2002 年から地元ロー

カル放送局 南海放送で情報番組などの制作の傍ら、地域に根ざした

テーマでドキュメント制作を始める。2004 年にビキニ事件と出合っ

て取材をスタート、同年に発表した番組『わしも死の海におった』で、

「『地方の時代』映画祭」グランプリ、石橋湛山記念早稲田ジャーナ

リズム大賞を受賞。一連の取材の集大成となる映画『放射線を浴び

た X 年後』は 2012 年の全国公開から 200 ヶ所以上で上映されるな

ど多大な反響をよび、同年キネマ旬報ベストテン入り、ギャラクシー

賞報道活動部門大賞など、数多くの賞を受賞。2014 年には、著書『放

射線を浴びた X 年後』（講談社）を刊行。

伊東英朗（いとうひであき）｜監督 / 南海放送ディレクター

ロニー・アレキサンダー ｜神戸大学大学院国際協力研究科教授
1977 年に来日。広島 YMCAに勤務後、大学院へ入学。1989 年に神戸大学法

学部助手、1993 年より現職。イェール大学（学士・心理学）、国際基督教大

学大学院（修士・行政学）、上智大学大学院（文学博士・国際関係論）。専門

は、平和学、トランスナショナル関係論。

太平洋島嶼国における 「内発的安全」という研究テーマの中で，核問題，軍

事化，軍事 基地、環境問題や災害といったテーマをジェンダーというレンズ

を通して取り上げている。近 年は、特にグアムや沖縄の軍事化を取り上げつ

つ、安全保障研究から抜け落ちている「安心」に着目している。2006 年にポー

ポキ・ピース・プロジェクトを立ち上げ、自作のバイリンガル絵本 『ポーポ キ，

平和って，なに色？』（2007 年エピック刊）など、ポーポキのピース・ブッ

クシリーズを活用しながら、学生や市 民とともに平和教育や平和活動の実践

も行っている。東日本大震 災直後に被災地で始めた「ポーポキ友情物語」活

動も継続中。


